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例会報告

第 72回例会

日時・場所 2006年 12月 16日 (土) 13:30–16:45於京大会館

研究発表 「具体的発話への動詞の寄与—特にアスペクト的意味を通して—」
小西正人 (北海道文教大学)

「モンゴル語雑感—「チンギス・カン碑文」と「元朝秘史」に言
及して—」

橋本勝 (大阪外国語大学)

第 73回例会

日時・場所 2007年 4月 14日 (土) 13:30–16:45於京大会館

研究発表 「チャック語における名詞化をめぐる諸問題」
藤原敬介 (京都大学)

「文法化と形態・統語的仕組み — 日本語と朝鮮語の相違を引き
起こす根本的要因—」

塚本秀樹 (愛媛大学)

第 74回例会

日時・場所 2007年 7月 14日 (土) 13:30–16:45於京大会館

研究発表 「チノ語悠楽方言の動詞連続構造について」
林範彦 (神戸市外国語大学)

「中国語の語順と軽動詞 : 結果構文を中心に」
沈力 (同志社大学)
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具体的発話への動詞の寄与 ― 特にアスペクト的意味を通して ― 

 

小西 正人 

 

 

Émile Benveniste は論文 “La forme et le sens dans le langage.” の中で、「文」や「語」

が単位となる領域を sémantique な領域、「記号」が単位となる領域を sémiotique な領

域とよび、言語の意味研究には両側面からの研究が不可欠であると述べた。本発表

は、近年の意味研究が sémantique な領域に偏りがちであることを、アスペクト的意

味研究を通して検証・修正しようというものである。 
１．まず語彙項目（以下「語」）の意味について。Frege 以来「文の意味はその真

理条件であり、語の意味は文の意味への寄与である」と言われるが、文意味や真理

条件を「解釈」する場合、現実世界とのある種の「つながり」をもたないのであれ

ば、それは単なる「翻訳」にしかならない。 
文意味や真理条件を「解釈」できるというしるしのひとつに、眼前の状況に対し

て適切な描写を行うことができるという能力がある。この場合、どの語を選択する

かはそれまでの知識に基づく。「食べる」という語に結びついている知識は「経口摂

取」「体内消化による栄養摂取」「咀嚼を通じて体内に取り込む」などが考えられる。 
しかし、新奇の状況はこれまでの知識を超える場合がある。その場合、新語の作

成・語の新奇の組み合わせ・既存の語の非典型的使用などにより状況描写が行われ

る。後二者の場合、特に名詞や動詞などの語彙範疇系の語に結びつく諸知識は、絶

対的本質的なものは殆どなく、諸知識間の相対的な重要性があるのみであり、描写

される状況に応じて適宜取捨選択される。 
２．次に動詞とアスペクト的意味について。「２時間」「どんどん」などのアスペ

クト的修飾表現との関係についての観察より「動詞が語として固有にもつ意味は、

アスペクト的意味とは緊密な関係をもつが共起するアスペクト的修飾表現と直接的

に関係せず、アスペクト的意味構造を通じて間接的に関係をもつ」ことがわかった。 
３．以上の観察より、多くの動詞において原理的にはどれも否定可能である各諸

知識をもとに派生産出されるアスペクト的意味は、動詞固有の意味として認めるこ

とはできない。また動詞と結びつく諸知識は文脈等によりすべて否定可能で、語の

選択は最終的には他の語との競合により行われるというこの結論は、きわめて

sémiotique な視点からのアプローチであると考えることができる。 
（こにし まさと） 
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モンゴル語雑感―｢チンギス・カン碑文｣と｢元朝秘史｣に言及して― 
橋本  勝 

 
｢チンギス・カン碑文｣とはウイグル文字で記された碑文でモンゴル語資料としては、最古の資

料とされるものである。チンギス・カンの甥に当るイスンゲが弓技大会で優勝したのを顕彰して
建立したもの。一般に1225年頃の作とされている。第1行目のČinggis qanの位置は、他の四行
より上方に挙げて記されている。次のように読解できる。 
 
(1)   Činggis  qan -i 

チンギス・カン が 
(2)    Sartaγul  irge  dauliǰu  baγuǰu  qamuγ  Mongγol  ulus-un 

    回々の   民を  捕えて   降し     全       モンゴル   国  の 
(3)    noyad -i  Buqa Suǰiqai  quriγsan –tur 

領主が   ブカスジカイに  集った時 
(4)    Yisüngge  ontudurun  γurban  ǰaγud  γučin  tabun  aldas 

イスンゲが 射当てるには  三      百     三十五   尋(ひろ) 
(5)    -tur  ontudl(u)γa 

にて  射当てた 
 
｢元朝秘史｣は、中世モンゴル語の最大の文献であり、モンゴル民族の最も誇るべき一大英雄叙

事詩である。著作年代は通説では 1240 年とされる。当初、ウイグル文字で記されたが、後に明
代になり漢字音訳された。ウイグル文字で記された後に元代にパスパ文字に書き換えられた可能
性もあるが、詳らかではない。明代の漢字音訳本が残されているのみでウイグル文字原本は現在
に至るまで発見されていない。ただ、17世紀の蒙文年代記ロブサンダンジン著Altan Tobčiには｢元
朝秘史｣の内容の3分2以上がほぼそのまま書き写されている。｢秘史｣第56節および第240節に
興味を引く否定形式が認められる。 
§56. kei ö’ede kegül-iyen keyisümser ke’er qaǰar-a ke’eli-ben ölösümser büliyi.  keyisümser(傍訳｢不曽
刮｣), ölösümser(傍訳｢不曽飢｣)の-mser が傍訳｢不｣からも否定接辞であることは明らか。
keyis-ü-mser, ölös-ü-mserと分析できる。-mserは複合接尾辞-mは出動名詞接辞, -serは否定接辞。
この接辞の機能は化石的であるが、現代モンゴル語(ハルハ方言)xüüser｢不妊の｣に残されている。
xüü｢子,息子｣, -ser 欠性辞。 
  Altan Tobči にこれに対応する文が現れる。 Kei ögede kegül-iyen keyisügseger keger γaǰar-a 
kegeli-ben ölösügseger bülüge. 
  ｢秘史｣の keyisümser, ölösümser は Altan Tobčiでは keyisügseger, ölösügseger と現れる。-mser
は-gsegerで置換えられている。-gsegerは継続副動詞語尾であり否定の意味はない。これは、｢秘
史｣の書かれた年代の13世紀頃は-mserに否定の意味が込められていたが、17世紀頃には否定の
意味を持つ接辞とは理解されにくくなっていたことを意味するものであろう。 
  ｢秘史｣には一個所-mserの異形態-msarが現れる。 
§240. Boroqul noyan gürčü qurban haran yeke čerig-eče urida yabura odču üde ǰilda uqamsar berke 
hoi-tur horum-iyar yabuqun bolun… 
uqamsar(傍訳｢不覚｣)は、uqa-msarと分析でき、uqa-｢理解する,わかる｣,-msar否定接辞。 
この文は、Altan Tobčiに次のように現われる。 Boroγul noyan kürčü γurban aran yeke čerig-ün urida 
yabur-a odču üde ǰilda uqamsar berke oi-dur orum-iyar yabuqun bolun… 
｢秘史｣と同じくuqamsarは、そのまま記されている。ここでは否定の意味を含むものとして理

解されていたと推測されようか。uqamsar は、14 世紀末頃の作｢華夷訳語｣(甲種本)にも現れ
uqamsar(傍訳｢不測｣)には否定の意味が含まれている。 
近代モンゴル語においてはuqamsarは出動名詞で｢意識｣の意味で用いられ、否定の意味は存在

しない。否定の意味を示すにはuqamsar ügeiのように否定詞ügeiを添えなければならない。この
用法が近代以降一般化し現代に至っている。 
 

（はしもと  まさる） 
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チャック語における名詞化をめぐる諸問題

藤原　敬介

チャック語はバングラデシュ人民共和国・チッタゴン丘陵でチャック人によって

はなされている言語である。チャック語は、系統的には、チベット・ビルマ語派の

うちルイ語群に分類される。1991年の統計によると話者数は 2000人ほどである。

本発表ではチャック語にみられる名詞化について論じた。チャック語における名

詞化は、動詞が名詞になるものにかぎられる。まずはじめに、接辞を付加すること

により動詞が名詞になる現象について記述した。それから、名詞化を中心にもちい

られる小辞 -GAについて、さまざまな用法を記述した。-GAは、1.名詞化、2.関係

節標識、3.補文標識、4.属格標識、5.接続をあらわす従属節標識、6.とりたて詞、

7.未来時制の標識、といった機能をもつ小辞としてもちいられる。さらに、日本語

でいう「のだ」文に相当するような用法もあることを報告した。

チベット・ビルマ諸語においては、チャック語にみられるように、名詞化をあら

わす標識が多様にもちいられる現象がよくみられる。どのような言語で形態的にど

のような標識がもちいられるかについても概観した。そして、チャック語の -GA

は、チベット・ビルマ祖語で起点や所有をあらわすとされる小辞 *ga-iと関係して

いるであろうことをしめした。

（ふじわら　けいすけ）
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文法化と形態・統語的仕組み 
－日本語と朝鮮語の相違を引き起こす根本的要因－ 

 
塚 本 秀 樹 

 
 
本発表の目的は，次の二点である。第一に，日本語と朝鮮語における種々の形態

や構文を取り上げて考察し，そういった諸言語現象に関する両言語間の類似点と相

違点を明らかにする。第二に，両言語間のその相違は何を意味し，またどのように

捉えるべきであるのか，ということについて対照言語学及び言語類型論からのアプ

ローチで論ずる。 
 本発表で取り上げて考察した両言語における形態や構文は，「複合格助詞」「複合

動詞」「『動詞連用形＋テイク／動詞連用形＋가다 <kata>（行く）』構文と『動詞連

用形＋テクル／動詞連用形＋오다 <ota>（来る）』構文」「『動詞連用形＋テイル／動

詞語幹＋고 있다 <ko issta>（～ている）；動詞連用形＋있다 <issta>（～ている）』構

文」「『動詞連用形＋テヤル；テクレル／動詞連用形＋주다 <cwuta>（～てやる；～

てくれる）』構文」などであるが，これらの言語現象に共通し，両言語間のそれぞれ

の相違を引き起こしている根本的な要因として，日本語の方が韓国語よりも文法化

が生じている，といった文法化の進度の違いを導き出すことができる。 
 また，「（接辞を用いた）使役構文」「複合動詞構文」「『～中（に）／～ 중（에）

<cwung(-ey)>』『～後（に）／～ 후（에）<hwu(-ey)>』などを用いた構文」などの

形態や構文について考察すると，これらの言語現象に共通し，両言語間のそれぞれ

の相違を引き起こしている根本的な要因として，朝鮮語では語なら語，節・文なら

節・文といったように語と節・文の地位を明確に区別する仕組みになっているのに

対して，日本語には語と節・文が重なり合わさって融合している性質のものが存在

する，といった形態・統語的仕組みの違いを導き出すことができる。 
 さらに，この両言語間における形態・統語的仕組みの違いは，前述した両言語間

における文法化の進度の違いを誘発する一要因になっていると考えられ，両者はこ

のように関係づけることが可能である。 
結論すると，上記のことが根本にあるため，諸言語現象で両言語間の相違となっ

て現れる。従って，文法化，さらには形態・統語的仕組みに着目することによって，

諸言語現象における両言語間の相違を統一的に捉え，適切に説明することが可能と

なるのである。 
（つかもと ひでき） 
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チノ語悠楽方言の動詞連続構造について 

 

林 範彦 
 

 
 本発表は発表者自身の現地調査による資料を用いて、中国雲南省景洪市で話

されるチベット・ビルマ系ロロ・ビルマ語支のチノ語悠楽方言(以下、「チノ語」

と略記)における動詞連続構造について記述を行った。 
 まず発表冒頭において、会場前面のスクリーンにてチノ(基諾)族の基本情報と

現地の写真を紹介した。チノ族は 2000 年の人口統計で 20,899 人を数えるが、

チノ語の流暢な話者は徐々に減少する傾向にある。チノ族はかつて焼畑を生業

としていたが、現在は砂仁(Amomum)やゴムの栽培を生業とすることが多い。 
 次に本題となるチノ語の動詞連続構造を記述した。チノ語は動詞語根に接頭

辞類・接尾辞類が付加される動詞複合形式(verbal complex)を形成する。チノ語

の動詞連続構造は動詞語根が他の要素を何ら介することなく連続するタイプ

(verb concatenation)であるため、接辞類は動詞連続構造の周辺に付加される。

ここではまず、動詞連続構造を記述する際に必要となる動詞分類を設定し、自

動詞/他動詞、意志動詞/無意志動詞を形式的・意味的に区別する。形容詞は動詞

語根に接頭辞を付加した構造をとるが、動詞連続構造では語根部分のみが現れ

るため、本発表の対象に含める。 
 チノ語の動詞語根が 2 個連続する構造(V1=V2)を自動詞/他動詞の分類から見

ると、自動詞=自動詞、自動詞=他動詞、他動詞=他動詞、他動詞=自動詞の 4 種

類の組み合わせが見出せる。各組み合わせを意志動詞/無意志動詞の基準から見

れば、自動詞=自動詞の動詞連続のみに意志=意志、意志=無意志、無意志=意志、

無意志=無意志の 4 種類のパターンがある。他の動詞連続では意志=意志のパタ

ーンは必ず見られるものの、無意志=無意志のパターンは見られない。チノ語の

動詞連続構造では基本的に各動詞語根の統語的要求項を併合する(argument 
sharing)が、自動詞=自動詞の組み合わせで一部項の併合が不可能である。各動

詞語根の主語は基本的に同一であるが、特に V2 が形容詞の時は主語が異なる。

また一般的に動詞語根は図像的に配置されるが、V2 に移動動詞が用いられた場

合、一部時間的順序を V2≧V1 の順に解釈しなければならない場合がある。 
 最後に V1 と V2 の間に接続助詞 –mjə42を置く場合を検討した。肯定文におい

て主に「V1 と V2 の表す事態発生に一体性がない場合」、あるいは「項の併合

ができない場合」に接続助詞 –mjə42が置かれると結論付けた。 
(はやし のりひこ) 
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中国語の語順と軽動詞：結果構文を中心に 
 

沈 力 
 

 
 中国語と日本語にはともに V1-V2 複合動詞があり、両言語の V1-V2 複合動詞

には、以下のような事実が問題になる。まず、中国語と日本語には、ともに他

動詞や非能格動詞間の複合および非対格動詞間の複合が可能であるが、[非対格

動詞]-[他動詞・非能格動詞]の複合が不可能であるという共通性が見られる。さ

らに、日本語では、[他動詞・非能格動詞]-[非対格動詞]の複合が不可能である

のに対して、中国語ではそれが可能であるという相違点がある。 
 本研究では、以上の事実を説明するために以下の２つの仮説を提案する。 

(1) 主動性調和原理(The Agentivity Harmony Principle：AHP) 
V1-V2 複合語において、２つの動詞は主動性という点で調和しなければならない。 
(cf. Kageyama: 1996) 

(2) “CAUSE”仮説 
a. 日本語と中国語の V1-V2 複合語には共に CAUSE という述語が含まれるが、日

本語ではそれが V2 に含まれているが、中国語では軽動詞として生起する。 
   b. CAUSE は BECOME 述語を選択する。 
すなわち、日本語でも中国語でも V1-V2 複合は AHP に従わなければならない。

中国語では一見反例に見えるような[他動詞・非能格動詞]-[非対格動詞]の複合

は、実は CAUSE という軽動詞を仮定することによって排除されうると説明で

きる。中国語の結果複合動詞(RVC)の構造は次のようになる。 
(3) a. 張三 打死了 李四。 ‘Zhangsan hit Lisi and caused Lisi died. ’ 
   b. [vP 張三 [VP 打[+N]] [v’ CAUSE- 死 i  [VP’ 李四 [V’ ti ]]]] 
(3a)の「死」とそれの対象である「李四」の語順は不規則である。その不規則

性は(3b)に示されているように、拘束形態素である軽動詞 CAUSE によって引き

起こされていると説明できる。さらに、(3a)の V1「打」は様態を表す動名詞で

あり、付加成分であると分析することができる。 
 以上の仮説が妥当であることを示す根拠は５つあげられる。1. 可能マーカー

が CAUSE を含む RVC に挿入できるが、CAUSE を含まない RVC に挿入できな

いこと。2. 原因使役動詞「使」と共起しない否定辞「不」は RVC とも共起し

ないこと。3. RVC の目的語である「李四」は V1 の内項の振る舞いをしていな

いこと、4. ビンナン方言では CAUSE が ho という音声形式で表現され、その

場合 head-movement が起こらないこと。5. 中国語には、軽動詞によって引き起

こされる不規則語順はほかにもあることがあげられている。  (しん りき) 
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「京都大学言語学研究」（27号）の原稿募集について

京都大学言語学研究（27号）の原稿を募集します。投稿される方は次の執筆要項
によりご提出下さい。

執筆要項

1. 提出原稿

• 原稿種別は以下の通りとする。
– 研究論文、研究ノート、懇話会要旨

• 完全原稿を提出すること。
• 印刷原稿、電子記録媒体（FD、MO、CD-Rなど）、もしくは電子メール
での投稿を受け付ける。別途用紙もしくは電子ファイルに以下の項目を
記載して提出すること。

– 題目

– 執筆者名、ふりがな

– 原稿種別（研究論文、研究ノート、懇話会要旨）

– ページ数（要旨は含めない）

– 所属機関

– 連絡先（郵便番号、住所、電話・FAX番号、e-mailアドレス）

• 電子ファイルで提出する場合は、PDF形式で提出すること。

• 提出原稿に特殊なフォントが含まれている場合、当該フォントが埋め込
まれている PDFで提出すること。

• PDF以外のファイル形式で提出する場合は編集委員会までご相談下さい。

2. 研究論文

• 原稿枚数 原則として、図表などを含め A4版用紙 30枚以内とする。こ
れを超える原稿についても投稿を受け付けるが、採用された場合でも、掲
載が 28号以降になることがある。

• 文字のサイズ 日本語論文は明朝体 12ポイント（1行 37字程度）・1ペー
ジ 35行程度、欧文論文は Times系 12ポイント・1ページ 35行程度（1.5
スペース程度）とする。

• 原稿の余白設定等 各ページのマージンを上下左右: 30、35、30、30mm
とる。印刷原稿で提出する場合、ページ番号は印字せず、右下隅に鉛筆
で記入する。

• タイトルと氏名 1ページ目のはじめにタイトル（中央揃え）を入れるこ
と。タイトルは 14ポイント太字とする。なお、タイトルの上部には 2行
分の余白を設け、タイトルと本文はじまりとの間に 4行分の余白を設け
る。匿名査読制のため、本文中に執筆者の氏名は入れないこと。また本
人が特定できるような表現はできるだけ避けること。
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• 注について 注は通し番号をつけ、各ページの末尾におく。文字サイズは
10から 11ポイントとすることが望ましい。

• 要旨 A4版用紙 1枚の要旨を付ける。要旨は本文と異なる言語で書くの
が望ましい。原稿のスタイルやタイトルと氏名の体裁については上記に
準ずる。要旨文のはじまりの左上部に「要旨」「Abstract」等と太字で表
記し、要旨文のはじまりとの間に 1行分の余白を設けること。

• 採否 編集委員会で決定し、原稿受付より二ヶ月以内に採否を連絡する。

• 原稿締切日 原稿は随時受け付ける。ただし、2008年 6月 30日を過ぎて
到着した論文については、採用された場合第 27号ではなく、それ以降の
号への掲載とする。

3. 研究ノート

原稿枚数、体裁、採否、原稿締切日等は研究論文に準ずる。

4. 懇話会要旨

• 「京都大学言語学懇話会」での発表の要旨を掲載する。原稿枚数は、A4
版用紙 1枚とする。

• その他、スタイル等は、論文に準ずる。
• 原稿締切日は、発表当日とする。

5. 連絡先

投稿は下記住所にて受け付けます。

〒 606-8501京都市左京区吉田本町
京都大学大学院文学研究科言語学研究室

電話 / Fax: (075) 753-2827
電子メール: KULR-edit@ling.bun.kyoto-u.ac.jp

6. その他

• 原稿及び電子記録媒体は原則として返却いたしません。
• LATEXで執筆する場合は、上記の書式に合わせたスタイルファイルを用意
していますので、編集委員まで御連絡下さい。

• 執筆者には、掲載号 1部と抜き刷り 20部を進呈いたします。20部を超え
て希望される方には実費にて増刷を行うことができます。

• 第 27号は、2008年 12月発行を予定しています。

• 京都大学言語学研究室は、掲載原稿を電子的な手段で公開・配布する権
利を有するものとします。

• 各著者が掲載原稿を電子的な手段で公開・配布する場合は、その出典（号
数、ページ数）を明記して下さい。
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執筆者紹介
Kim RonaldI. Wrocław University
鈴木博之 日本学術振興会 /国立民族学博物館
淺尾仁彦 京都大学大学院
別所祐介 広島大学大学院
海老原志穂 東京大学大学院
ツェリ ツォモ
エブセーバ エレナ 京都大学大学院

編集後記
『京都大学言語学研究』第 26号の発行に際し、三藤博氏、Szymon Grzelak氏、林
範彦氏、鈴木博之氏、また多くの方々に協力していただきました。この場をお借り
して、御礼申し上げます。
この度、執筆要項に変更を加えました。詳しくは原稿募集のページをご覧下さい。
皆様のご投稿をお待ちしております。今後とも『京都大学言語学研究』をよろしく
お願いいたします。

編集委員長
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